
第 ６ 学 年 家 庭 科 学 習 指 導 案 

６年１組 指導者 重 枝 孝 明 

 題 材  快適生活つくり隊！in summer 

 

１ 本題材でめざす子どもの姿について 

対象と向き合う子どもの姿【対】 自己と向き合う子どもの姿【自】 他者と向き合う子どもの姿【他】 

◯快適な住まい方や着方に関する

問いをもち、自分の家庭生活を

振り返りながら追究しようとし

ている。 

◯快適な住まい方や着方について

自分の考えの変容や深まりを自

覚している。 

◯快適な住まい方や着方を追究し

ようと、仲間に助言したり仲間

の考えを取り入れたりしてい

る。 

 

２ めざす子どもの姿を実現するために 

本学級の子どもたちは、前題材「チャレンジ！～１人で朝ごはん～」において、家庭での経

験や仲間からのアドバイスなどをもとに、いためる料理の調理実習や家庭での実践を行った。

このような子どもたちが、仲間と考えを交流しながら、夏を快適に過ごすための住まい方や着

方を追究する学習に取り組む。このことは、仲間の考えやくふうを自分に生かし、家庭生活を

よりよくしようとする実践的な態度を養うことにつながるであろう。  

 本題材は、家庭で行っているくふうについて調べたり、くふうの効果を試したりして、夏を

快適に過ごすための住まい方や着方を追究していく学習である。子どもたちは、実験や仲間と

の意見交流を通して快適な住まい方や着方について考えていく。しかし、そこで見出したくふ

うは、学級で設定した状況や仲間の家庭生活においては有効であると言えても、自分の家庭生

活においては有効ではないこともある。そこで、見出したくふうを自分の家庭生活に位置づけ

て考えることを大切にしたい。そうすることで、家庭の状況をもとに、快適な住まい方や着方

を理解し、家庭で実践する力をつけることができると考えるからである。 

 そこで以下のような支援を具体化し、本題材でめざす子どもの姿の実現を図る。 

○ ｢自分の家庭で考えるなら｣という視点で見出したくふうを生かす場を設定する。そうする

ことで、自分の家庭生活を振り返りながら、快適な住まい方や着方について考えることがで

きるようにする。【対】 

○ 住まい方や着方のくふうについて考える際には、目的や根拠を問い返すようにする。そう

することで、自分と仲間の考えの共通点や相違点を捉えることができるようにする。【他】 

○ 授業の終末には、自分の最初の考えがどのように変容したもしくは強化されたかを問い、

学習を振り返る場を設ける。そうすることで、自分の考えの変容や深まりを自覚することが

できるようにする。【自】 

 

３ 本題材の目標 

○ 自分の家庭生活を振り返りながら、快適な住まい方や着方のくふうを考えることができる

ようにする。 

○ 快適な住まい方や着方に関心をもち、仲間の考えやくふうを生かし、家庭生活をよりよく

しようとする気もちをもつことができるようにする。 

 

４ 本単元における評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に取り組む態度（態） 

◯快適な住まい方や着方について

理解することができる。 

◯快適な住まい方や着方について

問いをもち、自分の家庭に合っ

たくふうを考えている。 

◯快適な住まい方や着方に関心を

もち、問いの追究に向け、試行

錯誤しながら取り組んでいる。 

 

５ 指導計画（全５時間） 

 第１次 学習の見通しをもつ（２時間） 

 第２次 快適な住まい方や着方のくふうについて考える（３時間）【本時１／３】 



 

６ 本時案  【令和元年 ６月２７日 １３：２５～１４:１０ 家庭科教室】 

（１）ねらい  模型を用いた実験を行ったり、自分の家の窓の開け方を考えたりする活動を

とおして、風通しをよくするための窓の開け方を理解し、自分の生活に生かそ

うとすることができるようにする。 

（２）学習過程 ※下線は３つの向き合う姿が表れている子どもの意識 

学習活動・学習内容 子どもの意識 ○教師の支援 

１ 実験を通して、

風通しがよくなる

窓の開け方を考え

る。  （30 分） 

・風通しがよくなる

窓の開け方 

 

 

 

 

 

 

サーキュレーター

３０ｃｍ 

 弱設定 

 

 

 

 

 

２ 自分の家の窓の

開け方を考える。 

（10 分） 

・自分の家庭の状

況に合った窓の

開け方  

 

 

３ 学習の振り返り

を行う。 （５分） 

・学習前後の窓の開

け方の考え方 

・快適に過ごすためのくふうで、「窓を開け

る」と言っていた人がいたね。 

・窓を開けると風が入ってすずしくなるよ。 

Ａ窓を開けても風がこないときもあるよ。 

・どの窓をあけたら風が入ってくるのかな。 

 

 

・模型を使って、窓の開け方を変えて試して

みるのだね。 

・まずは一つの窓だけでやってみるよ。うー

ん、奥の２つのテープはゆれないね。奥ま

で風が入っていないよ。 

・ななめの窓を開けると、テープはゆれるけ

ど、１つだけゆれないところがあるね。 

・対面の窓を開けると、すべてのテープがゆ

れているよ。 

・全部の窓を開けると、もっと強くゆれるの

ではないかな。やってみよう。 

Ａあれ、対面のときと変わらないよ。窓を開

けるのは２つでいいのだね。 

 

 

 

Ａぼくの部屋は、窓が１個しかないよ。  

Ｂだったら、ドアを開けたらいいのではない

かな。風が入ると思うよ。 

Ａなるほど。今までは窓だけ開けていたよ。

だから風が通らなかったのか。【対】 

・部屋に風を入れるために、今まではなんと

なく窓を開ければよいと思っていたけど、

風の通り道をつくることが大切だと分かっ

たよ。【自】 

◯実験的な活動を取

り入れる。そうす

ることで、科学的

な見方を獲得し、

根拠をもって窓の

開け方について考

えることができる

ようにする。    

【対】 

 

○｢自分の家庭で考

えるなら｣という

視点で、見出した

くふうを生かす場

を設定する。そう

することで、自分

の家庭生活を振り

返りながら窓の開

け方について考え

ることができるよ

うにする。【対】 

 

○学習前後の考えの

変化を観点に学習

を振り返るように

促す。そうするこ

とで自分の窓の開

け方に対する考え

の深まりを自覚す

ることができるよ

うにする。【自】 

（３）板書計画 

 

どの窓を開けると、風が入ってくるのだろう。 

みんなの家の部屋の風通しをよくする

にはどうすればいいかな？  

・一つの窓 

・ななめの窓 

・対面の窓 

・全部の窓 


